








慢性腎不全は肝炎のリスクファクターの一つである。今回は慢性腎不全の 5例の小児に対

し B 型肝炎(HB)ワクチンを用い、その 1 回当たりの接種量を健常小児の 2 倍とし、4 週間

隔で 2回、更に12～24 週後に 1回の皮下接種を原則とし、適宜、追加接種を行なった。全

例とも 3 回以内の接種で HBs 抗体を獲得し、追加接種(3 例)に対しても充分な booster 効

果が得られた。この間 HBの自然感染も、副反応も認められなかった。今回の接種方法によ

り腎不全小児に対しても安全かつ確実に HB に対する免疫の獲得が期待できる。 


